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町の 人 口 

（平成3年12月1日） 

男 3,846 (-11) 

4,308（一6 ) 

8,154（一17 ) 

世帯数 2,762（一4 ) 

女
計
 

第
 21 

回
 

方
城
町
文
化
祭
 

ー
盛
大
な
う
ち
に
終
了
ー
 

十
一
月
九
日
、
十
日
の
二
日
 

間
第
二
十
一
回
方
城
町
文
化
祭
 

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

会
場
は
中
央
公
民
館
の
各
部
 

屋、 

ロ
ビ
ー
、
町
民
体
育
館
、
 

福
祉
会
館
で
す
。
 

展
示
作
品
の
内
容
も
毎
年
向
 

上
の
跡
が
う
か
が
え
ま
す
。
 

ま
た
、
催
し
物
は
、
ジ
ャ
ズ
 

ダ
ン
ス
、
舞
踊
、
謡
曲
、
カ
ー
フ
 

オ
ケ
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

舞
踊
で
は
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ー
フ
 

が
数
台
設
置
さ
れ
、
熱
心
に
踊
 

り
を
撮
影
し
て
い
ま
し
た
。
 

観
客
も
昨
年
よ
り
圧
倒
的
に
 

上
回
り
、
大
き
な
盛
り
上
が
り
 

を
見
せ
ま
し
た
。
 

公
民
館
前
の
広
場
で
は
、
方
 

城
商
工
会
に
よ
る
、
商
工
祭
り
 

が
行
わ
れ
、
う
ど
ん
に
舌
つ
づ
 

み
を
う
つ
人
、
又
、
み
ろ
く
園
 

そ
の
他
に
よ
る
物
品
等
が
販
売
 

さ
れ
、
文
化
祭
を
い
っ
そ
う
盛
 

り
上
げ
ま
し
た
。
 

ス
ナ
ッ
プ
写
真
 

誉

品

に

 

(P

か
‘
ひ
い
ザ
、
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第
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回
子
ど
も
駅
伝
大
会
 

優

勝

は

久

六

子

ど

も

会

 

第
三
十
一
回
子
ど
も
会
駅
伝
 

大
会
で
、
久
六
子
ど
も
会
が
優
 

勝
旗
を
手
中
に
収
め
ま
し
た
。
 

十
一
月
十
七
日
に
行
わ
れ
た
 

こ
の
大
会
は
、
十
一
区
間
、
十
 

二
、
〇
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
争
 

う
も
の
で
す
。
 

晴
天
に
恵
ま
れ
た
当
日
、
チ
 

ビ
ッ
子
選
手
た
ち
は
、
午
前
十
 

時
に
町
民
グ
ラ
ン
ド
を
一
斉
に
 

ス
タ
ー
ト
。
熱
戦
の
は
じ
ま
り
 

で
す
。
 

毎
晩
、
こ
の
日
の
た
め
に
練
 

習
に
励
ん
だ
子
ど
も
達
の
抜
き
 

つ
抜
か
れ
つ
の
戦
い
が
展
開
さ
 

れ
ま
し
た
が
、
優
勝
し
た
の
は
 

久
六
子
ど
も
会
の
チ
ー
ム
で
し
 

た。 主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で
 

す。 優
 
勝
 
久
六
子
ど
も
会
 

準
優
勝
 
湧
測
 

ク 

第
三
位
 
新
門
 

ク 

第
四
位
 
上
弁
城
ク
 

第
五
位
 
東
古
門
ク
 

第
六
位
 
浄
万
寺
ク
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●
国
民
年
金
保
険
料
の
 

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
P
・ 

い
よ
い
よ
年
の
瀬
が
迫
っ
て
 

き
ま
し
た
。
 

今
年
の
国
民
年
金
保
険
料
の
 

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
 

も
し
、
納
め
て
い
な
い
月
が
 

あ
れ
ば
、
年
末
ま
で
に
き
ち
ん
 

と
納
め
て
整
理
し
て
お
き
ま
し
 

よ
”
つ
。
 

保
険
料
の
納
付
を
怠
る
と
、
 

将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
に
影
響
 

す
る
ば
か
り
か
、
万
一
の
と
き
 

の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
 

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
 

で
て
き
ま
す
。
 

と
り
わ
け
、
第
一
号
被
保
険
 

者
で
あ
る
農
業
や
自
営
業
な
ど
 

の
方
々
の
保
険
料
の
納
付
方
法
 

は
、
第
二
号
被
保
険
者
で
あ
る
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
料
天
引
き
 

方
法
と
違
っ
て
、
な
に
か
と
納
 

め
づ
ら
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
 

こ
れ
が
2

カ
月
、
3

カ
月
分
と
 

な
っ
て
き
ま
す
と
、
ま
す
ま
す
 

納
め
づ
ら
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
 

す。 ま
た
、
納
め
な
か
っ
た
月
分
 

の
保
険
料
は
2
年
を
経
過
し
ま
 

す
と
、
あ
と
で
納
め
た
く
て
も
 

時
効
で
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
 

す。 こ
れ
か
ら
の
長
寿
社
会
に
向
 

け
て
自
ら
の
老
後
の
生
活
設
計
 

を
は
じ
め
、
ご
家
族
み
ん
な
の
 

生
活
を
守
る
た
め
国
民
年
金
保
 

ル
黒
崎
行
き
バ
ス
停
留
所
》
完
成
 

方
城
町
に
北
九
州
市
、
黒
崎
 

行
特
急
バ
ス
の
停
留
所
が
で
き
 

ま
し
た
。
 

こ
の
バ
ス
は
、
後
藤
寺
タ
ー
 

、
、
、
ナ
ル
始
発
ー
田
川
直
方
バ
ィ
 

。
ハ
ス
ー
方
城
ー
直
方
駅
ー
黒
崎
 

駅
前
着
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

当
町
の
バ
ス
停
留
所
の
位
置
 

は
役
場
下
の
交
叉
点
と
方
城
町
 

商
工
会
と
の
中
間
点
で
す
。
 

現
在
は
一
日
三
往
復
バ
ス
が
 

走
行
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
 

時
間
表
を
、
上
手
に
利
用
す
れ
 

ば
き
っ
と
役
に
立
つ
も
の
と
思
 

わ
れ
ま
す
。
 

時
刻
表
は
次
の
通
り
で
す
。
 

一丁 

」・七 

乙
イ
ー
 

メ
「
ノ
 

特
急
 

後

藤

 寺
 

特
急
 

バ
イ
パ
ス
 

直
方
 

北
九
州
道
路
 
黒
崎
 

黒
崎
駅
前
 

特
急
 

直
 

方
 

5 時 
6 
7 
8 30 
9 
10 
11 03 
12 33 
13 27 
14 40 
15 
16 
17 08 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
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蕊

 

険
料
の
納
付
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
 

す
』
 

ら
な
い
場
合
は
、
国
民
年
金
係
 

『
国
民
年
金
保
険
料
、
毎
月
き
 

な
お
、
保
険
料
が
き
ち
ん
と
 

へ
ご
遠
慮
な
く
お
問
い
合
わ
せ
 

ち
ん
と
納
め
て
こ
そ
、
安
心
で
 

納
ま
っ
て
い
る
か
ど
う
か
わ
か
 

く
だ
さ
い
。
 

お
互
コ
D
人
雀
を
堕
〕
重
ー
ン
、
羊
工
剥
D
な
い
町
づ
く
り
を
 

ガ
雲
仙
深
江
町
に
義
援
金
を
送
る
）
 

方
城
町
子
ど
も
育
成
連
絡
協
議
会
 

方
城
町
内
の
子
ど
も
会
育
成
 

連
絡
協
議
会
（
奈
木
野
克
富
会
 

長
）
で
は
、
雲
仙
普
賢
岳
の
噴
 

火
に
伴
う
「
火
砕
流
」
 

「
土
石
 

流
」
災
害
に
対
す
る
義
援
金
を
 

深
江
町
に
送
り
ま
し
た
。
 

送
金
し
た
の
は
、
野
添
、
松
 

原
、
東
区
、
浄
万
寺
、
丸
山
、
 

広
谷
、
西
古
門
、
東
古
門
、
久
 

六
、
東
長
浦
、
各
そ
れ
ぞ
れ
の
 

子
ど
も
会
と
本
部
役
員
会
で
す
。
 

こ
れ
に
対
し
、
深
江
町
子
ど
 

も
会
育
成
連
絡
協
議
会
、
及
び
 

深
江
町
教
育
長
、
幾
田
光
さ
ん
 

か
ら
「
県
下
で
も
注
目
を
浴
び
 

る
程
活
動
し
て
い
た
子
ど
も
会
 

も
、
災
害
に
よ
り
活
動
の
殆
ん
 

ど
が
中
止
し
た
。
学
校
も
仮
設
 

校
舎
で
勉
強
し
て
い
る
。
 

朝
、
タ
、
 

「
火
砕
流
」
の
ゴ
 

ー
と
い
う
音
や
、
燃
え
て
流
れ
 

て
い
る
真
っ
赤
な
火
を
見
る
度
 

自
然
の
力
の
も
の
す
ご
さ
に
、
 

た
だ
た
だ
神
に
祈
る
気
持
ち
で
 

い
っ
ぱ
い
で
す
。
心
か
ら
の
御
 

見
舞
本
当
に
あ
り
が
と
う
」
と
 

い
う
お
礼
状
と
写
真
が
同
封
さ
 

れ
て
い
ま
し
た
。
 

』 
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老
人
ク
ラ
ブ
だ
よ
り
 

こ
の
た
び
選
ば
れ
て
方
城
町
 

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
に
就
 

任
致
し
ま
し
た
。
 

単
位
会
長
十
年
の
か
た
わ
ら
 

副
会
長
を
四
年
勤
め
ま
し
た
が
 

こ
れ
か
ら
が
私
の
本
番
だ
と
考
 

え
て
い
ま
す
。
 

入
役
員
紹
介
V
 

会
 
長
 

副
会
長
 

ク
 

書
記
長
 

会
 
計
 

ク
 

監
 
査
 

ク
 

単
位
会
長
 

野新 見広 中 丸長 

添門六谷原 山 浦 

西
古
門
 

中
古
門
 

東
古
門
 

古
門
団
地
 

香
月
 
正
利
 

加
治
 

一
巳
 

石
橋
 
勝
己
 

皆
川
 
光
男
 

香
月
 
利
国
 

加
来
 
政
人
 

久
保
 
正
男
 

桑
野
隆
三
郎
 

長
尾
 

学
 

原
田
福
次
郎
 

朝
部
喜
八
郎
 

谷
 

登
 

屋
成
 

公
 

池
本
 
正
夫
 

石
谷
 

猛
 

仲
村
 
松
夫
 

高
木
 
市
松
 

楠
木
 
清
雄
 

松
本
 
利
雄
 

- 管 ― 

本
会
の
目
的
は
規
約
第
三
条
 

に
示
さ
れ
た
通
り
「
地
区
老
人
 

ク
ラ
ブ
の
相
互
連
絡
並
び
に
協
 

調
を
は
か
っ
て
そ
の
発
展
を
期
 

し
、
も
っ
て
地
域
社
会
に
お
け
 

る
老
人
の
福
祉
増
進
に
寄
与
す
 

る
」
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
 

い
よ
い
よ
高
齢
化
社
会
を
迎
 

え
、
本
会
の
役
割
も
重
さ
を
増
 

し
て
き
ま
し
た
。
目
的
遂
行
の
 

為
に
、
役
員
及
び
単
位
会
長
の
 

皆
さ
ん
と
共
に
懸
命
に
努
力
す
 

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
ご
指
導
 

と
ご
協
力
の
程
を
伏
し
て
お
願
 

い
致
し
ま
す
。
 

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
 

会

長

 
香

月

正

利

 

白
山
り
白
］
・
白
｝
白
山
り
白
工
〕
」
u
山u
ロ
ロ
白
］
ロ
」
U
ロ
一
上
〕
白
山
H
}{uh
工U
占〕」H
］山〕h
］
山
り
白
山
〕
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H
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矢
久
保
 

犬
 
星
 

前
 
村
 

鶴
ケ
丘
上
 

ク 

下
 

八
幡
町
 

大
正
町
 

東
 
区
 

山
ノ
手
 

後
谷
上
 

井
上
、
、
、
チ
ェ
 

伊
藤
 
七
郎
 

桑
野
隆
三
郎
 

福
田
 

盛
雄
 

坂
井
 
秋
生
 

香
月
 
利
国
 

谷
川
ハ
ル
ェ
 

永
岡
 

巌
 

後
藤
ト
メ
子
 

桑
野
 
光
夫
 

後
谷
下
 

東
長
浦
 

上
弁
城
 

新
 

町
 

浄
万
寺
 

久
 

」ハ 

春
 

田
 

迫
 

宝
 

珠
 

一
一
川
田
 

草
 
場
 

瓜
生
 

晃
威
 

木
村
勝
次
郎
 

秋
野
 
吉
広
 

安
永
 

勝
 

中
山
 
照
見
 

久
富
慶
太
郎
 

原
田
 

守
 

香
月
 
黙
納
 

香
月
 
正
利
 

加
来
 
政
人
 

堤
 

文
雄
 

＊

ー

＊

ー

＊

 

ー

＊

 

ー

＊

 

ー

＊

ー

＊

 ー
 

●
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
へ
 

健
康
保
険
証
や
共
済
組
合
証
 

苦
 
の
被
扶
養
者
欄
に
あ
な
た
の
名
 

一
前
が
あ
り
ま
す
か
？
 

そ
 

記
入
さ
れ
て
い
て
、
 
20 

歳
以
 

一
上
 60 

歳
未
満
で
あ
れ
ば
、
 
『
第
 

そ
 
3

号
被
保
険
者
該
当
届
』
が
必
 

一
要
で
す
が
、
お
済
み
で
す
か
？
 

そ
 

届
け
出
れ
ば
、
自
分
で
国
民
 

一
年
金
保
険
料
を
納
め
る
必
要
は
 

＊
ー
 

＊
 
ー
 

＊
ー
 

＊
 
ー
 
＊
 

*
 

あ
り
ま
せ
ん
。
 

届
を
し
な
い
ま
ま
、
 

ー

＊

 

- * ー 

2
年
を
 
曇
 

過
ぎ
ま
す
と
、
2
年
以
前
の
保
 

険
料
は
未
納
と
み
な
さ
れ
ま
す
。
 

届
出
の
済
ん
で
い
な
い
奥
さ
 

ん
、
印
鑑
と
年
金
手
帳
と
健
康
 

保
険
証
（
共
済
組
合
証
）
を
持
 

っ
て
至
急
、
役
場
住
民
課
、
国
 

民
年
金
係
へ
お
越
し
下
さ
い
。
 

ー
 
ー 

＊

 

ー

 

＊

 

ー

＊

 

ー

＊

 

ー
 一 曇

 

一 曇
 

一
 

* - * 
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中
世
の
方
城
（
古
城
）
 

中
世
に
は
町
内
に
四
つ
の
城
 

が
あ
っ
た
。
資
料
は
少
な
い
が
 

そ
の
記
録
を
た
ど
っ
て
み
る
。
 

高
く
そ
び
え
る
天
守
閣
、
高
 

い
石
垣
、
深
い
堀
等
は
戦
国
後
 

期
の
城
で
あ
る
。
 

中
世
の
城
は
山
城
と
い
っ
て
 

山
の
頂
部
に
構
築
さ
れ
て
い
る
 

（
鎌
倉
室
町
時
代
）
通
常
ハ
ァ
 

ー
ハ
ァ
城
と
い
う
。
 

一
旦
戦
乱
に
な
る
と
最
後
に
 

逃
げ
こ
む
処
で
あ
り
、
山
路
を
 

ハ
ア
ー
ハ
ア
ー
と
端
ぎ
な
が
ら
 

登
る
こ
と
か
ら
き
て
い
る
。
 

や
が
て
山
頂
の
山
城
か
ら
丘
 

陵
地
帯
の
平
城
へ
、
更
に
近
世
 

に
な
る
と
平
野
部
の
平
城
へ
と
 野地原よりみる弁天城のあった矢城（中央の山項） 

移
る
。
 

豊
前
の
山
城
で
は
、
香
春
岳
 

城
、
岩
石
城
、
長
野
城
、
障
子
 

岳
城
等
が
大
き
い
城
で
あ
る
。
 

他
の
山
城
は
三
十
ー
五
十
人
位
 

の
小
城
で
あ
る
。
 

田
川
で
大
城
と
い
わ
れ
た
香
 

春
岳
城
で
も
、
城
主
千
手
信
濃
 

守
興
房
以
下
八
十
人
（
女
子
供
 

を
含
む
）
こ
と
ご
と
く
自
刃
す
 

る。 

（
応
永
六
年
）
又
戦
乱
の
 

時
、
端
城
か
ら
本
城
へ
五
十
人
 

位
の
将
兵
を
連
れ
て
応
援
参
加
 

し
て
い
る
。
そ
の
留
守
中
は
守
 

備
不
充
分
で
攻
め
ら
れ
落
城
す
 

る
こ
と
が
あ
っ
た
。
 

（
弁
天
城
）
 

一
、
弁
城
（
弁
天
城
）
 

上
弁
城
の
奥
畑
に
矢
城
の
地
 

名
が
あ
る
。
そ
の
頂
に
約
百
坪
 

位
の
平
地
が
あ
り
、
城
台
と
そ
 

の
周
囲
に
土
塁
と
城
壁
に
使
っ
 

た
と
思
わ
れ
る
石
片
等
が
残
さ
 

れ
て
い
る
。
荒
れ
果
て
て
い
る
 

の
で
そ
の
全
望
を
掴
む
こ
と
は
 

出
来
な
い
。
 

田
川
の
古
城
に
関
す
る
史
籍
 

は
百
冊
以
上
も
あ
る
。
そ
れ
ぞ
 

れ
貴
重
な
資
料
で
あ
る
が
、
残
 

念
な
こ
と
に
弁
天
城
の
記
録
は
 

少
な
い
。
 

年
代
的
に
み
る
と
、
 

①
長
谷
川
文
書
 
長
谷
川
兵
部
 

郷
吉
武
は
長
暦
三
年
（
一
〇
三
 

九
）
中
原
成
道
を
討
伐
し
た
軍
 

功
に
よ
り
豊
前
国
六
万
石
を
賜
 

る。 吉
武
の
家
老
弁
城
因
幡
守
｛
lE
 

久
は
主
上
の
命
に
よ
っ
て
弁
城
 

に
城
を
築
く
と
あ
る
。
 

②
地
元
説
 
平
正
盛
（
清
盛
祖
 

父
）
は
、
元
永
二
年
（
一
一
一
 

九
）
肥
前
国
に
あ
っ
た
京
都
仁
 弁天城の守護神市杵島姫命を肥る弁財天 

和
寺
の
荘
園
が
藤
津
郡
の
荘
官
 

平
正
澄
に
よ
っ
て
侵
さ
れ
た
の
 

を
討
つ
に
あ
た
っ
て
、
豊
前
の
 

武
将
百
余
人
を
従
え
た
。
そ
の
 

後
平
氏
一
門
の
武
将
を
し
て
弁
 

城
の
地
に
築
城
さ
せ
た
。
 

（こ 

の
地
の
豪
族
に
命
じ
て
築
城
し
 

た
と
の
説
も
あ
る
）
 

③
京
都
郡
誌
 
保
元
二
年
（
一
 

一
五
七
）
左
大
臣
平
時
盛
の
六
 

男
修
理
判
官
康
盛
が
豊
前
の
国
 

司
と
な
っ
て
企
救
郡
長
野
村
に
 

築
城
、
以
後
長
野
氏
を
称
し
、
 

豊
前
各
地
に
十
余
の
城
を
築
き
 

長
野
一
族
の
居
城
と
し
て
そ
の
 

勢
力
を
拡
大
し
た
。
 

（
弁
天
城
 

も
そ
の
一
城
で
あ
る
）
 

④
方
城
町
史
 
平
清
盛
の
命
を
 

受
け
た
重
衡
が
保
元
三
年
（
一
 

一
五
八
）
に
築
城
c

城
主
長
野
 

新
九
郎
と
あ
る
。
し
か
し
太
宰
 

管
内
誌
に
よ
る
と
、
こ
の
人
は
 

一
三
九
九
年
応
永
の
乱
の
時
活
 

躍
し
た
長
野
新
九
郎
貞
連
で
あ
 

る
 。

 

⑤
田
川
郡
誌
 

「
文
治
年
中
（
 

一
二
八
五
）
平
重
衡
（
清
盛
五
 

子
）
の
男
重
雅
に
 

時
に
岩
 

屋
の
地
に
市
杵
島
姫
命
を
奉
る
。
 

故
に
弁
天
城
と
い
う
」
と
あ
る
。
 

こ
の
年
二
月
平
氏
が
滅
亡
し
て
 

い
る
。
 

以
上
五
説
あ
る
が
、
確
定
す
 

る
資
料
が
不
足
し
て
い
る
。
 

し
か
し
「
弁
天
城
」
の
城
名
 

は
築
城
後
相
当
経
過
し
て
か
ら
 

命
名
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
 

城
跡
は
ど
こ
か
（
図
1
）
そ
 

れ
は
矢
城
で
あ
る
。
矢
城
と
は
 

矢
代
で
あ
り
矢
を
射
る
所
で
あ
 

る
。
戦
争
と
な
る
と
最
後
に
逃
 

げ
込
ん
で
戦
う
処
で
あ
っ
て
、
 

兵
糧
武
具
等
を
入
れ
て
い
る
矢
 

蔵
ー
櫓
と
を
合
わ
せ
て
お
り
、
 

攻
め
る
よ
り
も
守
る
こ
と
を
主
 

と
し
て
い
る
。
平
時
は
農
耕
に
 

従
事
し
自
給
自
足
の
生
活
を
営
 

ん
で
い
た
。
 

当
時
の
山
城
は
、
木
端
葺
（
 

コ
ッ
。
ハ
ブ
キ
）
で
あ
り
丸
太
で
 

棚
を
設
け
板
切
カ
ヤ
葺
で
あ
る
。
 

雨
露
を
し
の
ぐ
位
で
永
く
龍
城
 

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
 

こ
の
矢
城
を
中
心
と
し
て
、
 

北
に
古
場
平
、
丈
道
寺
、
丈
道
 

平
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
城
と
結
 

び
つ
き
が
あ
る
。
場
 
丈
廿
城
。
 

内
屋
敷
、
矢
野
、
仁
田
等
は
 

屋
敷
跡
で
あ
り
、
山
ノ
神
、
山
 

寺
、
三
光
寺
等
は
中
世
の
城
と
 

し
て
の
輪
郭
を
備
え
て
い
る
。
 

此
の
城
が
何
年
頃
廃
城
に
な
 

っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
応
 

永
の
乱
の
時
新
九
郎
貞
連
の
名
 

が
出
て
い
る
の
で
そ
れ
以
降
と
 

思
わ
れ
る
。
 

上弁城奥ケ畑 丈＝＝城一代（領域） 

城と結びつく地名 矢野、仁田、大橋本一屋敷跳 

'd
モ
T
‘
、
q
ー
 
料
‘
カ
、
芭
て
●
日
一
・
ー
 

凸
だ
ロ
力
0

‘
ん
、
！
し
圧
ー
〈
．
く
し
‘
‘
ク
、
 

ク
藍
綬
褒
章
受
彰
）
お
め
で
と
う
〈
・
 

冨
 
永
 
武
 
元
 
氏
 

平
成
3
年
度
秋
の
褒
章
が
十
 

一
月
三
日
発
表
さ
れ
、
民
生
委
 

員
功
労
で
冨
永
武
元
氏
（
方
城
 

町
伊
方
犬
星
）
が
藍
綬
褒
章
を
 

受
彰
し
ま
し
た
。
冨
永
氏
は
昭
 

和
三
十
四
年
十
二
月
一
日
か
ら
 

三
十
二
年
の
永
き
に
わ
た
り
民
 

生
委
員
と
し
て
福
祉
の
増
進
に
 

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
昭
和
 

三
十
七
年
か
ら
民
生
委
員
協
議
 

会
の
総
務
を
さ
れ
民
生
委
員
の
 

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
、
さ
 

ら
に
昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日
 

か
ら
方
城
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

会
長
と
し
て
住
民
福
祉
の
推
進
 

に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
ら
住
民
福
祉
増
進
の
功
 

績
に
よ
り
今
回
の
受
彰
の
は
こ
 

び
と
な
り
ま
し
た
。
 

藍
綬
褒
章
は
十
一
月
十
四
日
、
 

厚
生
省
で
厚
生
大
臣
か
ら
伝
達
 

さ
れ
、
そ
の
後
皇
居
に
お
い
て
 

天
皇
拝
謁
が
あ
り
ま
し
た
。
 

知
っ
て
お
き
た
い
検
察
審
査
会
 

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
と
き
に
は
ご
協
力
を
…

ー

 

検
察
審
査
員
制
度
は
、
検
察
 

官
の
仕
事
に
国
民
の
良
識
を
反
 

映
さ
せ
よ
う
と
い
う
目
的
で
出
 

来
た
も
の
で
す
。
 

例
え
ば
、
交
通
事
故
、
詐
欺
 

な
ど
、
被
害
に
あ
っ
た
の
に
、
 

検
察
官
が
犯
人
を
裁
判
に
か
け
 

て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
人
 

の
た
め
に
、
検
察
官
の
し
た
処
 

分
（
不
起
訴
処
分
）
が
正
し
か
 

っ
た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
機
 

関
と
し
て
「
検
察
審
査
会
」
が
 

あ
り
ま
す
。
 

検
察
審
査
会
で
は
、
 
11 

人
の
 

審
査
員
が
こ
の
審
査
を
し
ま
す
。
 

審
査
員
は
選
挙
権
を
持
っ
て
 

い
る
皆
さ
ん
の
中
か
ら
、
 

「く 

じ
」
で
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
 

第
4
回
北
部
九
州
空
手
道
大
会
に
て
 

優

勝

者

多

数

出

る

 

第
4

回
北
部
九
州
空
手
道
大
 

会
が
十
一
月
三
日
、
直
方
市
で
 

十
五
団
体
、
二
百
人
が
参
加
し
 

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

方
城
町
か
ら
拳
成
館
（
山
口
 

忠
信
館
長
）
か
ら
二
十
名
参
加
、
 

熱
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

て
い
ま
す
。
 

あ
な
た
が
、
こ
の
審
査
員
に
 

選
ば
れ
た
と
き
は
、
検
察
審
査
 

会
の
役
割
を
理
解
さ
れ
、
市
民
 

の
代
表
と
し
て
こ
の
仕
事
に
ご
 

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
先
 
田
川
市
千
 

代
町
一
ー
五
 

田
川
検
察
審
査
 

会
事
務
局
（
田
川
裁
判
所
内
）
 

〔
電
話
〕
 

4
→（ソ」・ーーn
)
‘
ー
（
b
Q
U
 

成
績
は
十
一
部
門
中
、
四
部
 

門
優
勝
で
最
多
優
勝
取
得
道
場
 

と
な
り
、
優
勝
旗
を
贈
ら
れ
ま
 

し
た
。
 

入
優
勝
V
 

（
敬
称
略
）
 

・
幼
年
の
部
 

山
口
忠
士
 

ー

 

ノ

ー

 

・
小
学
四
年
の
部
 
田
口
敬
司
 

・
小
学
六
年
の
部
 
仲
村
道
頼
 

・
中
学
生
の
部
 

仲
村
信
秀
 

ま
た
、
こ
の
大
会
で
、
雲
仙
 

普
賢
岳
の
被
災
者
救
援
の
た
め
 

の
募
金
が
行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
 

義
援
金
は
読
売
新
聞
本
社
を
通
 

じ
現
地
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
な
 

お
拳
成
館
で
は
生
徒
募
集
中
。
 

季
雄
一
庭
一
雄
一
露
一
仁
一
蓬
一
舞
三
舞
」
垂
垂
三
三
三
 

あ
な
た
の
健
康
体
験
談
を
お
 

聞
か
せ
下
さ
い
 

早
朝
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
歩
け
歩
 

け
運
動
、
健
康
料
理
、
健
康
食
 

な
ど
の
日
頃
健
康
づ
く
り
に
苦
 

労
し
て
い
る
事
な
ど
を
作
文
に
 

し
て
お
よ
せ
下
さ
い
。
 

『
私
の
健
康
体
験
集
』
と
し
て
 

小
冊
子
で
広
く
み
な
さ
ん
に
紹
 

介
す
る
と
と
も
に
、
町
民
の
保
 

健
対
策
に
活
用
し
た
い
と
思
っ
 

て
い
ま
す
。
 

応
募
用
紙
は
自
由
。
 

役
場
住
民
課
ま
で
、
ふ
る
っ
 

て
お
よ
せ
く
だ
さ
い
。
 

ハ
イ
テ
ク
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
〈
・
 

2
等
陸
、
海
、
空
士
、
 

（ 18 

才
以
上
 27 

才
未
満
の
方
）
 

こ
存
じ
で
す
か
？
 

◇
衣
・
食
・
住
無
料
 

◇
夜
間
通
学
可
能
 

◇
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
・
厚
生
 

施
設
完
備
・
大
型
連
休
有
 

特
別
退
職
手
当
を
支
給
（
退
 

自
 
衛
 
官
二
募
“
集
」
 

職
を
す
る
し
な
い
に
か
か
わ
ら
 

ず
受
給
で
き
ま
す
）
 

詳
し
く
は
役
場
、
又
は
自
衛
 

隊
飯
塚
募
集
事
務
所
 

一
T
8
2
0
 

（
×
）
(
'
U
 
八uJ 

ー
 

飯
塚
市
大
字
川
津
 

（
狙
）
0
9
4
8
 

(
2
2

)
4
8
4
7
番
へ
お
問
 

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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税務 課 
~ 

このたびの台風19号により災害を受けられた方に心からお見舞い申し上げます。 

さて、台風19号に伴う「雑損控除」・固定資産税「減免」適用のお知らせですカえ 災害復旧に要する経費につ 

いては、所得税・町県民税の申告の時に「雑損控除」が受けられます。 

・ 雑損控除とは 

風水害などの自然現象の異常による災害および火災等、自己の意志によらない不可抗力によって受けた災害を 

いいます。 

雑損控除は、日常生活のうえで必要な住宅・家具・衣類などの資産について受けた損害について認められます。 

また、災害関連支出として、とりこわし又は除去のための支出なども認められます。 
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雑 損 控 除 の 算 式 

-（総所得金額×10%)=A 
保険金などで補 

てんされる金額 
損失金額ー 

-5 万円＝二B 
損失の金額のうち 

災害関連支出の金額 

※AとBのうち、いずれか多い金額が控除されます0 
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ほうじょう 
(167号） 

印 編 発 

刷 集 行 

日‘総方 

光 
城 

務町 
印 

役 

刷課場 

1． 申告時期 平成3年分所得税確定申告時期 

（平成4年2月17日→平成4年3月16日） 

2．控除対象税金 平成3年分所得税・平成4年度町県民税 

3．準備するもの ①災害を受けた資産の明細書 

②災害復旧の見積書及び領収書 

③擢災写真・町長が発行する「擢災届出証明書」 

④損害保険金を受けた場合は、その受領した保険金がわかる書類 

※専用住宅が全壊又は半壊等の損害を受けた場合は、固定資産税の減税が受けられます。 

平
成
三
年
十
二
月
一
日
発
行
 


